
資料１ 港区の人口推移について



資料２ 人口に対する生活利便施設の適正数

公園・
児童遊園数
1人あたりの
公園面積

生活関連
サービス業
娯楽業

人口
世帯数

2013年 2021年

23万1538人
13万2474世帯

25万9036人
14万6527世帯

2382事業所 2009事業所

114か所
6.58㎡

113か所
5.35㎡

区民の声

近所のスーパーがなく
なってしまった

ボール遊びを
する場所がない
子どもの遊び場が

ない

区政要覧より引用



資料３ 住宅と生活利便施設のバランスについて

• 増加する人口に対する供給 • 良質な市街地環境

住宅にやや傾向



資料４ 定住促進指導要綱について



生活に便利な施設 2年度 3年度 4年度 係数

1.食料品・日用品等生活必需品を
取り扱う店舗 ４ ４ ４ １．0

2.病院・診療所等の医療施設
３ ２ ３ １．５

3.保育所等の子育て施設
４ ７ ２ １０．０

4.知的障害者等のグループホーム
等の障害者支援施設 ０ ０ ０ ３．０

5.高齢者ケアハウス、有料老人
ホーム、認知症高齢者グループ
ホーム等の高齢者支援施設

１ １ １ ３．０

6.町会・自治会等の集会所等の
コミュニティ活動支援施設 ４ ３ ０ １．５

7.図書館、資料館、美術館等の教
育文化施設 １ ２ １ １．５

8.防災倉庫等の地域防災施設 ８ ７ ４ ３．０

9.一般利用が可能な自動二輪車置
き場、駐輪場等の交通処理施設 ６ ８ ３ １．０

10.開発事業区域内で
従前の営業を継続するための小規
模店舗 ０ ０ ０ １．０

11.緑化（基準越えの緑化） ３ ３ ２ ０．２

12.一般利用が可能な喫煙所 ６ ６ ２

13.自転車シェアリングポート
９ １１ ９ ５．０

14.帰宅困難者一時滞在スペース
７ ８ ３ ３．０

資料５ 住宅および生活利便施設の係数について

〈問題意識〉
⚫ 係数の調整

➢ エリアごとに需要が異なるのでは
➢ 現状の施設数および
目標施設数を把握しているのか

⚫ 項目の調整
➢ 現在の項目で足りないものがあるのでは
（屋内ドッグラン・屋内型子育て支援施設）

区民のニーズを正しく捉え、調整できるよう
注視・工夫を求めます。



資料６ 生活利便施設の新設に係る所管課



資料７ 住宅および生活利便施設の係数について

〈問題意識〉
• 「住宅または生活利便施設」ではなく
生活利便施設の設置を求めるべきでは

• 定住協力金を引き上げ、
要請度を高めるべきではないか



資料８ 流山市の子育て応援マンションに関する事例紹介



生活利便施設の新設を促進するためには…

資料９ 生活利便施設の新設について

要綱・条例の
改定方法

事業者・地権者
の負担増

課題

都市計画課
住宅課

土地を買う
国有地・都有地
の活用交渉

合築する

・地価が高い
・民間事業者との
取得競争に勝て

ない

国・都との
難易度が高い

移転時等に
合築相手との

コミュニケーションコ
スト

用地施設
担当課

用地施設
担当課

各所管所管

生活利便施設
設置を条件に
容積率緩和

・国・都が
ルールを所管し
区は要望のみ
・高い建物になる
ことへの懸念

都市計画課
⇒国や都

区有施設建替時
容積の最大活用

・高い建物になる
ことへ懸念や
周辺理解

各所管

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

事例
流山市

子育て応援マンション
認定制度

・札ノ辻スクエアの
OKストア

・渋谷区宮下パーク
・豊島区役所

〈区が主に民間施設を誘導〉 〈区が独自に生活利便施設（民間施設を除く）を設置〉
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